
原価の固変分解
CVP分析

今日からテキスト3の始まりです。
Day 14までは主に外部報告目的のための
原価計算を学習してきましたが、
Day 15からは内部報告目的のための
原価計算を中心に学習します。
Day 15では原価の固変分解と
CVP分析について学習します。
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Day15
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テキスト１の Day ６で学習した連立方程式が再度登場します。
解き方は大丈夫ですか？　不安な方はテキスト１の Day ６で
確認してくださいね。
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原価を変動費と固定費とに分類すること

普通の状態を前提として行われる操業度の範囲を正常操業圏とい
い、正常操業圏では原価は右上がりの直線で表現できると考えら
れます。

試験では高低点法と最小自乗法のみが出題されます。

高低点法からみていきましょう。
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具体的に計算例をみていきましょう。
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最小自乗法の公式
①ΣＹ＝ａΣＸ＋ｎ・ｂ
②ΣＸＹ＝ａΣＸ２＋ｂΣＸ
　原価発生額＝Ｙ、操業度＝Ｘ、変動費率＝ａ、固定費＝ｂ
　Σ：合計、ｎ：データの数
＊①式は各サンプルデータの操業度と原価の関係を

　　　Ｙ＝ａＸ＋ｂ
　　で表し、それらをデータの数だけ合計したもの
　　②式は各サンプルデータの
　　　Ｙ＝ａＸ＋ｂ
　　　という数式の左辺と右辺にＸ（操業度）を掛けて、それらを

データの数だけ合計したもの

最小自乗法は公式を覚えていないと解けないけど、
公式をみてるだけじゃ、なかなか覚えられないです。
上記の＊がわかっていれば、あえて公式を暗記しなくても
連立方程式が作れますね。

具体的に計算例をみていきましょう。
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(1) 高 低 点 法
変 動 費 率 ＠ 120 円

月間固定費 29,000 円

(2) 最小自乗法
変 動 費 率 ＠ 110 円

月間固定費 33,200 円

基本問題

解 答
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原価の固変分解はなぜ必要？

高低点法ってどんな計算？

最小自乗法の方程式は作れる？

➡ トレーニングの 問題１ 問題２  へ！

1

2

3


